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１．はじめに

　２０１８年、超高齢社会問題に対する回答の一つとして口腔機能低下症が
新しい診断名として発表された。八千代市歯科医師会では８０２０推進財
団歯科保健活動助成事業により「咀嚼能力の維持・向上を期待した簡便なト
レーニング」２０１８～２０２１年、「転倒リスクと咀嚼能力の相関性研究」
２０２２年～２０２４年を実施し、現在に至る。それぞれについて詳細を述べ
る。

２． 「咀嚼能力の維持・向上を期待した簡便なトレーニング」

　先行研究により、65 歳の段階でさきいかやたくわんが食べられるか否か
で健康余命が約３年違うという結果を知り、咀嚼能力を維持・向上させるこ
との大切さを改めて知った。様々なアプローチ方法があるが、日本では、嗜好
品として幼少期から食される食品としてガムがある。ガムの有効性もよく語
られるところであるが、学会論文レベルでのエビデンスがない。今回は、きち

んと咀嚼できる口腔内環境の整った後期高齢者以降
にガム嚙みトレーニングを実施し
た。
　結果として、咀嚼能力のみなら
ず、開眼片足上げのようなバランス
をとっての運動機能も改善するこ
とが分かり、転倒予防にも結び付く
のではないかという結論にした。そ

の結果は日本老年歯科医学会に論文
を投稿した。

【https://www.jstage.jst.go.jp/
article/jsg/33/2/33_63/_pdf】

　現在では、八千代市歯科医師会ガム嚙みトレーニング協力医や八千代市行
政との連携で八千代市在住の高齢者対象に講演会などで紹介している。しか
し、ガム嚙みトレーニングが転倒予防に結び付くという結論が正しいかは定
かでない。

３． 「転倒リスクと咀嚼能力の相関性研究」

　転倒予防に対して疑問を残す結果となった前記研究であったが、とある
きっかけで横浜国大発ベンチャー企業 UNTRACKED が開発した StA²BLE
を紹介された。

人には、指先で軽くどこかに触れているだけで、安定して歩くこと、立つこと
ができるライトタッチという現象がある。StA²BLE は、このライトタッチを
仮想的に再現することに成功した。この現象を上手く使うことで、わずか１分

で転倒リスクを立位
年齢という新しい数値
として測ることができ
る。

　

 　 StA²BLE を 用 い
て立位機能評価を実
施することで、より実
際の臨床に近い転倒
リスク評価を行うこ
とができる。咀嚼能力
評価にはグルコセン
サーを用いた。転倒リ
スクと咀嚼能力の相
関性を評価すること
でガム嚙みトレーニ
ングによって転倒リ
スクを改善できるの
かを検証することを
目的とする。

　４．結論

　
　結果とし
て、転倒予防
トレーニン
グによって
立位機能評
価は改善し、
咀嚼能力も
改善した。一
方、ガム嚙み
トレーニン
グで咀嚼能
力は改善す
るが、バラン
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ス年齢は悪化しており立位機能は改善を示さなかった。したがって、転倒
リスクと咀嚼能力の間には相関性が認められず、立位年齢が悪化した場
合、すなわち転倒リスクが上がった場合には、感覚能力やバランス年齢を
改善するべく転倒予防トレーニングを実施する必要があることが判明し
た。
　今回の研究対象者は転倒予防群となる年齢層であったため、ガム嚙みト
レーニングが転倒予防には結びつかない可能性があるという表現が正し
い。今後は対象年齢を高齢者以降として転倒リスクに関してより実際の臨
床に近い状況での検証を進めていきたいと思う。


